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結 城 賞
Bral1：its role in diffusion barrier formation and 
conduction velocity in the CNS

































P-selectin glycoprotein ligand-1 deficiency is 
protective against obesity-related insulin resistance
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林 原 賞
Telomerase-dependent oncolytic adenovirus 
sensitizes human cancer cells to ionizing radiation 
via inhibition of DNA repair machinery
















Alloantigen expression on non-hematopoietic cells 
reduces graft-versus-leukemia effects in mice




















Double-barrel Damus-Kaye-Stansel operation is 
better than end-to-side Damus-Kaye-Stansel 
operation for preserving the pulmonary valve 
function：the importance of preserving the shape of 
the pulmonary sinus























（４/11 vs １/34，単変量解析 P＜0.001，多変量解析 P＝
0.023，OR＝0.068，CI＝0.007～0.688)．すべての肺動脈
弁および大動脈弁逆流の変化は術後早期より観察された．
Double-barrel DKS 吻合は End-to-side DKS 吻合に比べて
術後の肺動脈弁逆流の悪化を予防する点で優れた吻合方法
である可能性が示唆された．
Effect of donor pre-mortem hypoxia and 
hypotension on graft function and start of warm 































Anti-HMGB1 mAb protects the blood-brain barrier 
from ischemia-induced disruption in rats
薬理学 張　　継　勇








































A long-term follow-up study of Dravet syndrome up 
to adulthood

















































Hepatic toxicity and prognosis in hepatitis C virus-
infected patients with diffuse large B-cell lymphoma 
treated with rituximab-containing chemotherapy 
regimens：a Japanese multicenter analysis


































（quality of life, QOL）をいかに向上させるか，などは今
後の課題であり，さらなる革新的な治療戦略の開発が切望
されている．
　進行症例に対する試みとして，岡山大学病院では1999年
から遺伝子治療の臨床試験を行って遺伝子改変ウイルス製
剤の安全性と有効性を確認してきた．また，遺伝子工学技
術によりウイルスの細胞傷害活性をがん細胞に標的化した
製剤を開発し，米国食品医薬品局（US FDA）の承認を得
て，2006年から米国ダラスにて臨床試験を実施した．現在，
高齢の食道癌患者などを対象として，放射線治療を併用す
る集学的治療としての開発を進めているところである．
　一方，治癒が可能となった早期症例，特に早期胃癌に対
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しては腹腔鏡補助下胃切除を積極的に行い有用性を示して
きたが，最近ではさらにダ・ヴィンチＳ手術システムを用
いたロボット支援手術を試みている．また，光学企業と共
同で，がん細胞で選択的に増殖するウイルスに蛍光遺伝子
を組み込んだ診断用ウイルス製剤およびその検出機器の開
発も進めている．この技術により，微小リンパ節転移を手
術中にリアルタイムに検出してリンパ節郭清範囲を同定す
る低侵襲外科手術が可能となると期待される．
　私たちは，イノベーションによる新たな外科の創生を目
標としており，現在，私たちが臨床開発を行っているこれ
らの新たな技術の実用化を目指していく．
生物の「生き残り」を担う戦略分子 HSPと免疫防御
免疫学 鵜殿平一郎
　熱ショックタンパク質（Heat Shock Protein：HSP）は
ストレスタンパク質，或は分子シャペロンと呼ばれ，タン
パク質の折り畳みや細胞内輸送を促進する．一連のHSP分
子群は熱などのストレスによって発現が誘導される（スト
レス応答）．ストレスによりタンパク凝集が惹起されるが，
HSP はこれを抑制する．凝集回避できない場合はプロテア
ソームで分解させる．これがHSPの本来の仕事だが，巷で
は「HSP を上げれば病気が治る」という趣旨の本が溢れて
いる．その科学的裏付けはまだ十分でない．
　免疫系に於けるHSPの役割もタンパク凝集と無縁では
ない．MHCクラスⅠ分子は細胞内の全てのタンパク質の
状況を８～11個のアミノ酸ペプチドとして抗原提示し免疫
監視機構へ寄与する．このペプチドはリボソームで産生さ
れた，構造が不適切な「不良品タンパク」の分解産物であ
る．構造異常はHSPにより素早く発見され，ユビキチン
Ｅ３リガーゼを引きつけプロテアソームで分解する．また
樹状細胞では，外来性タンパクは貪食された後，細胞質へ
漏出しプロテアソームで分解されるが（クロスプレゼンテ
ーション），漏出時に構造がひも状になっており(即ち凝集
性である)，HSP90が捕捉し細胞質へ引き出す．つまり抗原
提示は凝集性タンパク質とHSPとの出会いから始まる．
　一方，HSP90は樹状細胞膜表面へ発現しており，抗体の
結合により即中へ取り込まれる．その存在意義の解明とワ
クチン開発時の抗原デリバリーの標的分子としての側面が
注目される．また，最近HSPを誘導する生薬などが炎症，
がん，神経変性疾患，脳血管傷害などに有効との証拠が出
されている．その標的分子の同定を含めた化合物の探索は
大切でありこの分野への取組みも併せて考えたい．
